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参
考
史
料 

 
 
 
 三

二 
「
那
須
記
」 

（
１
）
那
須
資
重
、
烏
山
の
高
山
に
城
を
築
い
た
と
い
う
。 

 
 

資
重
帝
釈
山
観
音
立
願
事
付
烏
山
城
築
事
（「
巻
之
五
」
所
収
） 

去
程
 ニ
沢
村
五
郎
資
重
ハ
、
其
日
の
合
戦
 ニ
味
方
左
已
後

サ
ノ
ミ
ヲ
ク
レ

共
、
見
ゑ
さ
れ
と
も
、
光
秀

（
大
俵
）

討
死
し
け
れ
ハ
、
先
興
野
か
館
に
為
入
給
ひ
て
強
く
御
用
心
ま
し
け
る
か
、
同
郡
下
境 

中
川
の
辺
社
究
竟
の
所
迚
城
 ニ
為
築
、
此
 ニ
籠
城
被
成
け
る
、
或
時

 

キ

資
重
ハ
森
田
・ 

高
瀬
・
本
庄
・
興
野
等
の
諸
将
 ヲ
被
召
て
宣
 イ
け
る
ハ
、
我
兄
の
命
を
背
申
事
不
本
意

 

ニ

、 

仏
神
 ニ

 モ
祈
り
御
免
を
蒙
ら
ん
事
を
思
也
、
其
付
 ニ
武
茂
帝
釈
山
の
観
音
ハ
御
利
生 

御
座
有
由
兼
而
聞
伝
、
連
座
の
人
々
承
り
、
思
召
段
御
尤
、
天
然
当
然
所
也
、
神
明
仏 

陀
も
御
の
ふ
じ
ゆ
ま
し
ま
さ
ん
事
必
定
 ニ
存
候
、
然
ハ
御
参
詣
ま
し
ま
せ
と
て
、
資
重 

の
御
供
し
て
帝
釈
山
に
詣
て
け
る
、（
中
略
）
然
に
応
永
二
十
三
年
鎌
倉
持
氏
御
居
城
を 

為
開
給
へ
ハ
国
々
乱
て
不
静
、
依
之
資
重
境
の
城
に
ま
し
ま
さ
ん
事
ふ
か
く
な
り
と
思 

召
、
本
庄
三
河
守
時
氏
・
興
野
弥
左
衛
門
両
人
を
呼
て
宣
ひ
け
る
、
国
々
乱
て
諸
士
あ 

ん
と
し
か
た
し
、
此
平
城
に
居
之
用
心
悪
鋪
思
な
り
、
烏
山
の
高
山
を
能
見
て
、
山
高 

し
て
雲
を
う
か
つ
、
谷
為
深
霧
谷
を
う
つ
む
、
東
の
麓
ハ
中
川
と
云
大
河
な
り
、
白
波 

岩
上
を
流
、
縦
梶
原
・
佐
々
木
か
乗
た
る
す
る
墨
・
い
け
月
と
云
名
馬
な
り
と
も
無
左 

右
ハ
不
可
渡
、
南
西
ハ
釜
か
入
と
云
後昔

ニハ

釜近

ノ江

神逆

ヲ徒

安此

置ニ

シ籠

テ、

其依

名テ

ヲ我

釜魔

入入

トト

号号
、
谷
有
、
尤
深
山
幽
谷
な
れ
ハ
常
に
人
不
通
、
北
ハ
山
続
と
い
え
ゑ
と
も
人

馬
不
得
登
事
 ヲ
、
乍
去
人
夫
を
寄
て
為
堀
切
よ
と
そ
宣
ひ
け
る
、
両
人
承
て
、
兼
而
某

等
も
左
様
 ニ
存
候
処
 ニ
今
此
仰
仰
を
承
候
、
喜
入
存
候
と
て
御
前
を
罷
立
て
、
人
夫

を
寄
て
城
を
為
築
 せ
け
る
、
比
ハ
応
永
二
十
四
年
二
月
上
旬
よ
り
始
テ
同
廿
五
年
正
月

十
七
日
に
御
ワ
た
ま
し
せ
さ
せ
給
ふ
そ
目
出
度
け
れ
、（
下
略
） 

 

  

 

（
２
）
下
那
須
資
房
、
烏
山
に
居
城
し
た
と
い
う
。 

 
 
 

塩
谷
孝
綱
郎
従
等
起
請
事
（「
巻
之
六
」
所
収
） 

人
皇
百
五
代
後
柏
原
天
皇
御
宇
比
、
那
須
上
下
左
大
将
両
人
に
て
御
座
有
け
る
、
上
那

須
ノ
大
将
越
後
守
資
之ユ

キ

に
四
代
孫
播
磨
守
資
親
と
号
ス
、
福
原
に
居
城
ス
、
男
女
四
人

ま
し 

 
 

け
る
、
嫡
女
ハ
宇
都
宮
大
将
成
綱
の
奥
、
壱
人
ハ
沢
村
三
郎
の
室
と
な
ら

せ
給
ふ
、
次
ハ
白ハ

ク

河カ

義
永
の
子
息
を
婿
に
取
当
家
を
継
ス
、
末
子
ハ
男
子
に
て
当
暦
巳己

春
生
給
ふ
、
資
久
と
号
し
、
大
関
預
り
堅
田
の
城
に
居
住
ス
、
下
那
須
ハ
資
重
よ
り
四

代
孫
右
衛
門
大
輔
資
房
と
申
け
る
、
烏
山
に
居
城
ス
、（
下
略
） 

 

 
 
 
 
 

（
３
）
那
須
資
晴
、
烏
山
城
を
退
き
、
上
庄
の
佐
良
土
に
城
を
築
き
移
っ
て
い
っ 

 
 
 
 
 

た
と
い
う
。 

 
 
 

 
 
 

資
晴
烏
山
開
退
事
附
館
野
使
者
行
事
（「
巻
之
十
四
」
所
収
） 

（
前
略
）
那
須
家
中
黒
羽
大
関
左
衛
門
尉
・
大
田
原
備
前
守
・
福
原
雅
楽
頭
・
蘆
野
弥
左 

衛
門
・
伊
王
野
又
次
郎
・
千
本
大
和
守
・
森
田
等
の
人
々
ハ
資
晴

（
那
須
）

の
御
前
に
参
シ
テ
申 

上
け
る
ハ
、
秀
吉

（
豊
臣
）

公
日
本
国
の
多
勢
を
以
責
給
ふ
間
、
氏
政

（
北
条
）

一
定
打
負
給
ハ
ん
、
然
ハ
御 



大
事
と
こ
そ
存
候
、い
そ
き
小
田
原
に
御
出
有
て
御
礼
申
さ
せ
給
へ
と
強
而
申
上
け
れ
ハ
、

立
腹
無
限
て
為
登
給
ハ
ん
気
色
も
な
し
、
七
騎
の
人
々
ハ
無
力
御
前
を
罷
立
内
談
申
け
る

ハ
、
資
晴
の
御
い
き
と
お
り
に
ま
か
せ
候
ハ
ゝ
、
必
那
須
中
ハ
む
そ
く
に
成
候
へ
し
、
我
々

等
は
罷
登
て
御
礼
仕
ら
ん
と
申
け
れ
ハ
、
何
も
此
儀
に
同
心
し
、
小
田
原
に
参
シ
テ
御
礼

申
け
れ
ハ
、
秀
吉
公
御
喜
有
て
、
本
領
無
違
の
由
被
仰
出
け
る
、
七
騎
の
人
々
喜
ひ
い
さ

み
那
須
に
帰
り
け
る
、（
中
略
）
資
晴
御
聴
聞
有
て
難
有
御
威
勢
か
な
、
行
末
の
事
ハ
神
意

一
心
に
祈
念
可
仕
、
於
帰
城
ハ

（
烏
山
城
）

健
〔
建
〕

立
ハ
不
及
申
、
一
所
ハ
寄
附
奉
へ
し
と
被
仰
含
、
上
庄

に
為
移
給
い
て
、
佐
良
土
を
為
御
居
城
、
御
普
請
被
成
レ
、
資
景

（
那
須
）

よ
り
五
百
石
請
さ
せ
給

い
て
お
わ
し
ま
す
、（
下
略
） 

 

【
補
注
】 

「
那
須
記
」
は
、
江
戸
時
代
前
期
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
三
月
に
那
須
郡
小
口 

 

村
（
現
那
珂
川
町
）
の
名
主
大
金
重
貞
が
、
当
該
期
の
那
須
地
域
の
伝
承
を
基
に
著 

し
た
那
須
氏
を
中
心
と
し
た
軍
記
物
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
便
宜
烏
山
城
の
築
城
に 

関
す
る
記
事
と
那
須
資
房
の
烏
山
城
在
城
記
事
と
那
須
資
晴
の
烏
山
城
退
城
の
記
事 

を
収
め
た
。 

な
お
、「
那
須
記
」
は
『
栃
木
県
史
』
史
料
編
・
中
世
五
（
栃
木
県
、
一
九
七
六
）

に
全
文
翻
刻
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

  

 


